
関西観光・文化振興計画（中間案） 

（素案） 

    

 はじめに   

 

  関西広域連合では、平成24年3月に「関西観光・文化振興計画」を策定し、府県の枠組みを越

え、関西を一つとして捉える観光・文化振興の戦略的な取組方向を示すとともに、計画に沿って

着実な取組の実現を図ってきた。 

  この間、2013年に史上初めて訪日外国人旅行者数は1,000万人を超え、また、2020年の東京オ

リンピック・パラリンピック、2021年の関西ワールドマスターズゲームズ2021などの国際イベ

ントの開催が決まり、今後、さらに外国人観光客の増加が見込まれるなど、国際観光を取り巻く

社会情勢は大きく変化した。 

  また、関西広域連合では、平成25年度に関西全体の文化振興を進めるための包括的な指針とな

る文化振興指針「『文化首都・関西』ビジョン」を策定するとともに、指針に基づき「はなやか関

西・文化戦略会議」を設置し、東京オリンピック・パラリンピック等の開催に向けた関西文化の

発信強化等について検討を進めている。 

東京オリンピック・パラリンピック等の開催が、今後の関西の観光や文化振興に大きなインパ

クトを与えるものであること、また、文化振興指針との一体性も確保すべく、今回、計画の見直

しを行い、観光及び文化振興を一体的に捉まえた新たな計画として策定した。 

先の計画同様、思い切った提言こそが関西広域連合が期待するビジョンの策定の意図であり、

その戦略的取組の方向と重点的な施策の取組を明らかにするものである。 

 

 

１ 計画の目的・期間 

  計画は、関西の観光及び文化振興が広く連携し、相乗効果を生み出すことにより、関西を魅力

ある観光圏としていくため、また、関西の文化発信力を高めていくため、関西が一体となって戦

略的に取り組むべき重点分野、事業、目標等を定める。 

  見直し後の計画期間は、概ね東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020年までの期

間を見据え、社会経済情勢等の変化など、必要に応じて計画の見直しを行う。また、事業推進計

画は、平成27年度(2015年度)から平成29年度(2017年度)の3年間とし、計画期間の満了年度に

見直しを行う。  

 

  

２ 現状と課題 

（１） 国際観光 

  ① 現状 

      観光産業は、世界経済の約1割を占めるといわれ、今後も安定的に成長していく産業分

野との認識から多くの国が国策として戦略的に取り組んでいる産業であり、関西としても

関西の経済活性化には不可欠なものと位置づける必要がある。 



    日本の訪日外国人旅行者数は2012年の約836万人から2013年には約1,036万人と大き 

く飛躍し、史上はじめて1,000万人を超え、今後も東京オリンピック・パラリンピック等 

の国際イベントの開催により、ますますの外国人観光客の増加が見込まれる。 

なお、外国人観光客の受入数では世界で27位、アジアで8位であり、世界第1位のフラ

ンスの8,301万人と比較すると8分の1程度である。訪日外国人観光客数を国・地域別で

見ると、韓国、台湾、中国、米国、香港の順となっている。 

 

図１ 2013年世界各国・地域への外国人訪問者数（主な国・地域を抜粋） 

（出典；世界観光機関及び各国政府観光局資料をもとに日本政府観光局(JNTO)が作成）  

 
 

      関西の国際観光の状況は、訪日外国人観光客訪問地率では全国の約３分の１（JNTO調査）

を占めており、海外から年間約345万人（平成25年度推計値）、延べ宿泊者数約728万人

（平成25年観光庁宿泊旅行調査統計報告）が来訪する首都圏に次ぐ国際観光圏である。 

この背景には、関西は日本を代表する歴史・文化遺産、豊かな自然、伝統産業から先端

産業、伝統文化から現代文化に至るまで、外国人観光客を惹きつける個性ある多種多様な

魅力が満ちており、また、インフラではハブ空港を目指す関西国際空港や域内の移動が至

便な鉄道網が整備されていること、そして、観光客を迎える地域のホスピタリティーが高

く、観光を支える風土が養われているということがある。 

 

    図２ 2013年地方別訪問率推移（訪日客全体）（出典：日本政府観光局(JNTO)    

 
                       （本調査の関西 ： 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県） 

 



  ② 課題 

      国際観光が国内外で大競争時代に入り、各国・各地域が積極的な展開を行っている中、

それらに打ち勝ち、また、大きな国際イベントの開催により、今後さらに増加の見込まれ

る外国人観光客の受入体制を整えていくことは、関西のインバウンドの拡大にとり近々に

取り組まなければならない大きな課題であり、そのためには、市場や旅行スタイルの変化、

新たなターゲット層の台頭、観光客の嗜好やニーズの多様化、インフラ整備などの課題に

対応していくことが求められている。 

 

   【インバウンド市場の変化】 

   ・団体や家族・個人、年齢、初訪日・リピーター、周遊型や滞在型、体験型など外国人

観光客の旅行スタイルや目的は多様化しており、国や地域の特性も踏まえた対応のほ

か、ＦＩＴ（個人旅行者）の志向が高まりから、ＦＩＴ対策の強化が必要である。 

・自国の経済成長やビザの免除、ＬＣＣの参入等により海外旅行市場が成長している 

国・地域など、新たなターゲット層の台頭に対応する必要がある。 

     ・関西へ就航する航空会社の航路等もインバウンドに影響するため、航路の確保に向け

た対応も必要である。 

   

【戦略的マーケティングの必要性】 

・ 東アジアなど訪日観光客が多い国・地域を重点マーケットとして、今後の成長が期待

できる東南アジアやイスラム諸国、欧米を含め対応する必要がある。 

・ 関西の何に魅力を感じて来訪するのか、ターゲット層を見定めて対応を講じていくこ

とが不可欠であり、マーケティングによるインバウンド戦略によって誘客を図る必要

がある。 

 

【関西ブランドの構築と発信】 

・ 世界の観光マーケットにおいて、まだまだ低い関西（ＫＡＮＳＡＩ）の知名度を高め 

るため、「ＫＡＮＳＡＩ」を世界に向けて発信し、国際的なブランドとして確立してい 

く必要がある。 

・ 関西のオリジナルな観光・文化資源をＫＡＮＳＡＩブランドとして多様な手段で発信

し、関西の訴求力を高めていく必要がある。 

 

     【外国人観光客の受入体制の整備】 

     ・ 関西の玄関口である関西国際空港の魅力を向上させ、外国人観光客の利便性等を高め

ていくことが必要である。 

  ・ 多言語対応や通信環境の改善、交通の利便性向上、ムスリム旅行者への対応など、関

西を訪れた外国人観光客が安心して観光を楽しむことができるよう、受入環境の整備

を進めていく必要がある。  

         

（２）文化振興 

① 現状 

    関西には、日本を代表する世界遺産や1,400年の歴史に裏打ちされた伝統芸能・祭礼か 

ら現代芸術に至るまで、内外の多くの人々を魅了する文化資源が数多く存在する。関西は、 

古くから日本の都、また商都として栄え、豊かな自然環境を有するほか、多くの国宝、重 

要文化財が至る所に所在し、古代から現代に至るまで多くの有形・無形の文化遺産が集積 



している。 

  一方、関西では、「関西文化の日」など、関西各地の魅力あふれる文化の力を結集し、関 

西から日本全体を元気にすることを目指した「文化力」を発信するための各種取組が幅広 

く展開されてきたものの、まだ取り組む余地が残されている。   

    

  ② 課題 

      関西への誘客を進めるためには、個々の文化資源やコンテンツの輝きを守り、さらに向 

上させ、広域観光資源としての魅力を向上させるとともに、内外に発信し、次世代に継承・

発展させるなどの文化振興施策が不可欠である。 

  また、関西全体のブランド価値を高め、観光との連携による広域的な誘客効果を地域振 

興に確実に波及させるため、文化振興指針でも提起されたように、行政や様々な分野の専 

門家、関係機関等が協議して、関西文化の情報発信や連携交流に取り組む環境づくりを進 

める必要がある。 

 

（３）東京オリンピック・パラリンピック等に向けて 

2020年に2,000万人の訪日外国人旅行者をめざすとする国の目標達成に向けては、訪日し

た外国人観光客を東京・首都圏だけでなく、いかに地方に分散させ、日本全体でもてなして

いくかが重要であり、誘客の受け皿となる新たな観光・文化資源の発掘と涵養、情報発信が

不可欠となってくる。全国各地でそうした地域固有の文化、観光の取組が活発に行われるこ

とが、東京一極集中を抑制するとともに、日本を観光立国として引き立てていくことにもつ

ながる。     

2020年の東京オリンピック・パラリンピック、2021年には関西ワールドマスターズゲー

ムズ2021が開催される関西にとっても、内外の多くの人々に関西の観光・文化の魅力、素

晴らしさに触れ、歴史や自然に裏打ちされた多様な観光資源や日本文化の深い精神性を理解、

体験いただく絶好の機会であり、積極的な取組を進める必要がある。 

1400年の歴史に裏打ちされた文化資源が集積し、日本文化に重要な位置を占めている関西

が、その魅力を発揮していくためには、関西として一つにまとまり、この機会に日本文化の

発信に大きな役割を担うという気概をもって、関西各地の観光・文化資源や伝統の上に新し

い観光・文化を創造する取組や人材育成を進めるとともに、外国人観光客の来訪を促す誘客

策や環境整備等を進めていかなければならない。そして、その取組を一過性のものに終わら

せないことで、未来に持続するレガシーを創出し、関西をさらに強く発展させていく必要が

ある。    

 

 

３ 計画の基本方針と目標 

（１） 基本方針 

    関西の国際観光・文化振興の将来像を構築するにあたって、基本的な方針は次のとおりとす

る。 

  

基本方針１  国際観光なくしてKANSAIの発展なし 
  
             国際観光は、人・物・金・情報が交流する基盤であり、グローバル化する世界経 

         済の中で関西の将来発展のために必須の重要なテーマであることを認識し、「国際 



観光なくして関西の発展はない」を念頭においた行動を展開する。  

 

基本方針２  文化観光資源の宝庫・強みを活かす 
  
       古墳時代に始まり、平城京遷都から1300年、平安京遷都から1200余年という連

綿とした悠久の歴史において日本の中心であり続けた関西には、その歴史が今も生

活の中に生き続けており、自然から歴史・文化、産業に至る資源が重層的に存在し、

例えば、その歴史に育まれた和食という食文化や茶道、華道などの伝統文化をはじ

め、強みがたくさんある。また、宿泊施設やコンベンション施設も多数存在するな

ど、日本・アジアを代表する観光資源の宝庫であり、このことをしっかりと認識し、

自信を持って、これらの資源を守り育てるためにも、国内外にその価値を体感して

もらう観光活動を推進する。 

  

基本方針３  関西ファンをつくる 
 
        個人の価値観に基づき、行先など観光行動が選択される時代になっている。観光

は、国際的な相互の理解と平和の構築に寄与する活動でもあり、まず関西に住む人々

が関西の魅力に自信を持って自ら関西ファンとなるとともに、国際観光を通じて人

と人のつながりを大切にした関西ファンを多くつくることを目指す。  

 

基本方針４  文化芸術の継承・創造を通じて観光を振興する 
 

観光行動を誘引するためには個性ある文化芸術の存在が不可欠である。関西にあ

る、関西にしかない文化芸術の存在価値を高め、関西から人々を魅了し続ける輝き

を放つため、これまでの歴史的な文化芸術を継承しつつ、新たな文化芸術の創造活

動と連携した観光振興を展開する。  

 

基本方針５  「関西は一つ」になって国際観光と文化振興に取り組む 
 
        以上の基本方針を実現するため、関西広域連合は、構成府県市だけでなく幅広く

国や民間団体、住民を、リーダーシップを発揮して巻き込み、まとめ役を担う。府

県の枠組みや、形式的な地域バランスにとらわれず、関西を一つの商品として捉え、

国や民間団体、住民とも連携した強力な体制を構築し、観光・文化振興に取り組む。 

  

（２） 将来像 

 

   計画の将来目標は「アジアの文化観光首都」とする。 
 

    アジアの文化観光首都 

      関西は、アジアの歴史・文化の集積地であり、これらの歴史・文化に加えて、産業経

済の先端的集積を有する「本物の日本」を体感できる地域である。このような歴史・文

化の重層的な魅力を有する都市群の集積が約１時間以内に連担し、これらを核に、太平

洋から日本海に至る多様な自然が広がり、世界的な観光資源の宝庫を形成している。 

      このような、魅力が凝縮された環境を再認識し、国際観光による立圏として官民はも

とより住民を含めて持てる力を総合的に集約した国際観光推進体制を確立し、アジアを



代表する文化観光首都としての地位を確固たるものとし、さらに世界に向けてＫＡＮＳ

ＡＩブランドの浸透を目指す。 

  

（３） 数値目標 

 

関西への訪問外国人客数について、2020年に 年間約 800万人を目指す。 

          現状 約345万人（2013年 JNTO調査による関西訪問地率から推計） 

          観光庁目標  2020年 に2,000万人  

    ※関西訪問地率  現状33.3％(2013) → 40％(2020) 

 

 

４ 目標達成のための戦略 

 （１）国際観光 

   戦略テーマⅠ 「ＫＡＮＳＡＩ」を世界に売り込む 

    ①関西の魅力あるオリジナルを世界に発信 

・福岡や中部国際空港、北陸新幹線の金沢経由など、首都圏のみならず中部・西日本を

視野に入れた他の観光圏等との連携による関西への誘客を図る超広域観光周遊ルー

トを提案する。 

・歴史や文化遺産など、関西にしかないオリジナルの文化・観光資源をマーケットイン

の視点で組み合わせて３泊４日コースや長期滞在型などの広域周遊ルートを提案し、

コンテンツとして発信する。 

・国・地域別にターゲット層と訴求コンテンツを明確した効果的な海外プロモーション

を展開する。 

・海外のメディアを通じた関西の放送コンテンツの発信により、関西の観光魅力の情報

発信を図る。 

②関西文化を世界に売り込む 

・関西三大○○、関西五大△△など、関西を代表する文化と観光資源等を連携させた提

案を世界に発信する。  

     ・周年事業など関西の歴史・文化を代表するイベント体験の情報を発信、提案する。 

   ・関西は歴史を感じさせる文化的な地域というイメージを創り上げ、世界へ発信する。 

③「ＫＡＮＳＡＩ国際観光ＹＥＡＲ」の展開 

     ・世界にアピールできる関西の多様な魅力を「ＫＡＮＳＡＩ国際観光ＹＥＡＲ」を通じ

てテーマ展開し、ＫＡＮＳＡＩブランドを世界に売り込む。 

    

   戦略テーマⅡ 新しいインバウンド市場への対応 

    ①観光需要の創出と展開   

・外国人が再訪を望む評価の高い産地グルメ、ショッピング、花見や紅葉、歴史、温泉

などのツーリズムメニューから新たな観光需要を創出する。 

     ・生活文化が非常に豊かな関西の特色を活かし、生活そのものの魅力をアピールするラ

イフスタイル観光など新しい観光需要を創出し、推進する。 

     ・瀬戸内海や琵琶湖など船の周遊や高速道路をレンタカーで走って日本海側へ誘客する

広域観光スタイルを提案する。  

・花見や紅葉、地域の祭りや伝統行事など季節感あふれる関西の魅力をタイムリーに情



報発信し、体験してもらう。 

・国のクールジャパン事業と連携し、「和食」や「日本遺産」をはじめ関西で体験できる

関西クールジャパン事業を展開する。 

  ②ＭＩＣＥの取組強化 

   ・ＭＩＣＥの国際間競争が激化する中、関西の魅力を活かしたＭＩＣＥの誘致、アフタ

ーコンベンションを展開する 

・統合型リゾート施設（ＩＲ）については、関西地域の観光振興や雇用創出など地域の

産業振興に資することが期待されるが、犯罪防止や治安維持、依存症対策など付随す

る問題等もあり、法制化の動きや関係省庁等の検討状況、国民的な議論等も踏まえ 

      取組の検討が必要。 

  ③新しい市場への対応 

・拡大するＦＩＴ（個人旅行者）については、年齢層やタイプなどターゲットを絞り、

興味喚起を図る新しいテーマの提案や情報発信を行う。 

   ・ビザの発給要件の緩和などにより、訪日旅行が容易化し、日本への関心が高まりつつ

ある市場には、海外プロモーションなどにより積極的に攻勢を図っていく。 

            

   戦略テーマⅢ 的確なマーケティング戦略による誘客 

    ①国・地域別誘客 

   ・東アジアの国・地域ではリピーター拡大戦略が重要であり、周到に計画するリピータ

ーの求める関西の情報をセレクトして発信していく。 

     ・今後成長が期待できる東南アジア諸国には「一番近い先進国」、ビザ免除により「身近

にいける日本、関西」をプロモーション等でアピールしていく。 

・観光周遊型や歴史・生活文化体験型など、国・地域の特性を踏まえた情報発信を行う。 

    ②関西の魅力分析からマーケットを創出 

・外国人観光客が魅力を感じるまだ情報発信が弱いマーケットへの対応を進める。 

    ③ＫＡＮＳＡＩ ＷＥＢ戦略 

     ・ＳＮＳを活用した口コミ情報や観光コンテンツの発信による誘導等、多様な発信手段

を用いて関西に外国人観光客を誘客する。 

  

  戦略テーマⅣ 安心して楽しめるインフラ整備の充実 

    ①関西国際空港の魅力向上 

     ・アクセスの改善 

・ＬＣＣ等新規路線の開設・拡大 

・到着時免税制度の導入 

②おもてなし・利便性の向上 

・使いやすい無料公衆無線ＬＡＮの整備 

     ・観光案内標識等の多言語対応の強化 

     ・外国人観光客向け多機能交通パスの導入 

・食材の英語表示や礼拝場所の提供などイスラム対応（再掲） 

     ・免税店の拡大、クレジット・デビット利用など決済環境の整備 

     ・観光通訳ガイドの充実  

 

（２）文化振興 

  戦略テーマⅠ 関西文化の魅力発信  



① 「関西文化」の認知度とイメージの向上 

・「人形浄瑠璃」「祭り」「世界遺産」など関西が有する文化芸術資源をテーマでつな

ぐ「文化の道」事業を展開し、その魅力を発信するとともに、多言語対応を進める。 

・「関西文化.com」の芸術文化情報サイト等を通じて、関西の文化施設や構成府県市を

はじめとする自治体、文化団体等の催し等芸術文化情報を全国に発信する。 

 さらにモバイル端末対応やＳＮＳの活用など戦略的な情報発信を行う。 

 

②連携交流による関西文化の一層の向上 

・関西の美術館、博物館、資料館等の文化施設を入館無料で開放する「関西文化の日」

を通じて、関西の文化に親しむ機会の充実を図るとともに、多言語による情報発信を

進める。 

・関西元気文化圏推進協議会や各構成府県市等と連携・協力し、「関西元気文化圏推進

フォーラム」を関西各地で開催する。 

・観光分野・関係団体とも連携し、広く無形文化遺産や記憶遺産、ジオパーク、世界遺

産暫定リスト登録遺産等も含めた観光周遊ルートを提案するとともに、多言語対応を

進める。 

③関西文化の次世代継承と人材育成 

    ・次世代継承・人材育成事業等について、はなやか関西・文化戦略会議において、東京

オリンピック・パラリンピック等に向けた取組の一環として検討・実施する。 

・アートマネージャーやアートプロデューサーなどの人材育成に取り組む。 

④情報発信・連携交流支援・人づくりを支える環境（プラットフォーム）づくり 

     ・関西全体のブランド価値を高め、観光との連携による広域的な誘客効果を地域振興に

確実に波及させるため、行政や様々な分野の専門家、関係機関等の協働により、関西

文化の振興策を検討・提案するプラットフォームとして設置した、はなやか関西・文

化戦略会議の一層の活用を図る。 

 

（３）東京オリンピック・パラリンピック等に向けて 

①国とも連携した関西文化プログラムの実施 

     ・関西各地の文化資源や伝統の上に、新しい関西文化を創造していく取組をはなやか関

西・文化戦略会議で検討 

      ・誘客の受け皿となる新たな文化観光資源の発掘と涵養 

     ・各種周年事業による仕掛け、日本の古典楽劇（歌舞伎・文楽・能）の作品ゆかりの地

での上演、７月～９月開催の祭りや公演の連携など、既存の文化資源を活用したイベ

ント 

     ・ＳＮＳの活用など戦略的な広報戦略の実施 

    ②戦略的誘客 

・オリンピックにあわせた関西でのＭＩＣＥの展開 

・キャンプ地の誘致など、選手と地域を結びつける取組 

・関西ワールドマスターズゲームズの開催地域が一体となったスポーツ観光の展開 

・関西ワールドマスターズゲームズの参加者数が多い国への積極的なアプローチを展開 

③環境整備 

・世界に通用する観光地づくりとして、トイレなど既存施設を世界標準で再整備 

・需要に応じた観光バスや宿泊施設の適切な供給対応 

  



④人材育成 

・観光産業人材の育成（観光・文化プロデューサーやエンターテイメント、ファッショ

ン、マンガ・アニメ、食、文化など、インバウンドを推進する業界の担い手の育成、

交流） 

     ・アートマネージャーやアートプロデューサーなどの人材育成 

 

５ 実現に向けた進め方 

   ○推進体制の充実、官民連携 

    ・関西の先導役としての役割、リーダーシップ 

・今後の関西の広域観光推進体制 

     

○事業推進計画(H27～H29) 

      

   ○規制改革・権限移譲等                                

 

 

 

 


